
2017.11.5

平成 28年度の業務状況
　上水道事業は、平成 24 年３月
に認可された第９期経営変更に基
づき、計画的に事業を進めています。
　平成 28 年度は、総有収水量は
微減しましたが、当年度純利益を
確保することができたことにより、
財政状況は引き続き健全性を維持
しています。
　水道料金は、平成 24 年３月検
針分から実施している 10％割引
を継続しています。
建設改良事業の概要
　管路整備は、市内全域に渡
り、配水管布設及び布設替工事を
6,328.1㍍実施しました。
　このほか、上の山配水場の築造、
配電盤、取水ポンプ入替等を行い
ました。
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　市の公共下水道事業は、昭和 63 年に着
手してから 29 年が経過し、御殿場処理区
内の認可区域のうち、約 93.6％の整備が
終わりました。現在、国道 138 号より北
側市街化区域の管

かん
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工事を行っています。
交通規制等、大変ご迷惑をお掛けしますが
ご協力をお願いします。

下水道課☎ (82)4223 ※汚水処理原価は総務省より示された経営指標の
変更により平成 28 年度のみ算出。

平成 27年度 平成 28 年度
整備済面積 598.9ha 606.6ha
接続可能人口 31,245 人 31,469 人
接続人口 29,060 人 29,594 人
接続率 93.0％ 94.0％
有収水量 2,644 千㎥ 2,706 千㎥
使用料収入 3億 3,945 万円 3億 4,765 万円

※汚水処理原価 207 円／㎥

整備面積や接続人口などの推移

一般会計繰入金
6 億 1,294 万円

歳入総額
18億 8,240 万円

歳出総額
18億 4,169 万円

公債費
8 億 9,291 万円

浄化センター管理費
2 億 2,386 万円

建設事業費
5 億 9,121 万円

総務管理費
8,108 万円

管渠維持管理費
5,263 万円

市債
5 億 7,930 万円

下水道使用料
3 億 4,765 万円

国庫補助金
2 億 5,895 万円

受益者負担金
2,468 万円

財産区繰入金
2,512 万円

その他
3,376 万円

平成 28年度公共下水道事業特別会計決算の内訳

公共下水道事業特別会計決算

歳　出

特　別　会　計
会　計　名 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 事 業 95億 9,264 万円 87 億 4,245 万円

簡 易 水 道 事 業  6,862 万円 6,376 万円

観 光 施 設 事 業 2,059 万円 605 万円

救 急 医 療 セ ン タ ー 事 業 ４億 9,061 万円 ４億 6,457 万円

公 共 下 水 道 事 業 18億 8,240 万円 18 億 4,169 万円

介 護 保 険 事 業 55億 6,042 万円 52 億 8,668 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 4,962 万円 4,369 万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 8億 5,242 万円 8億 3,346 万円

公 設 浄 化 槽 事 業 5,283 万円 4,776 万円

合　計 185 億 7,015 万円 173 億 3,011 万円

企　業　会　計
区　　分 上 水 道 事 業 工業用水道事業

収 益 的 収 入 16億 4,037 万円 7,208 万円

収 益 的 支 出 12億 1,193 万円 3,378 万円

資 本 的 収 入  2,667 万円 －

資 本 的 支 出 7億 4,076 万円 607 万円

平成 28年度に実施した主な事業
区　分 事　　業　　名 事　業　費

総務費

地区集会施設整備事業 5億 3,699 万円

地区広場等改修事業 1億 7,159 万円

庁舎東館建設事業 15億 5,041 万円

民生費 子ども医療費助成事業 4億 5,515 万円

衛生費
感染症予防事業 2億 5,557 万円

市民健康づくり事業 1億 6,275 万円

土木費

地域計画関連道路整備事業 6億 6,028 万円

中心市街地整備事業 5億 5,654 万円

秩父宮記念公園整備事業（第２期） 1億 4,013 万円

教育費
小学校プール改築事業 5億 4,596 万円

青少年広場整備事業 1億 3,530 万円

特別会計

　９つある特別会計は、介護保険事業会計・公共下水道事業会
計などの事業費の増加により、前年度と比べ歳出ベースで 7,206
万円余り、0.4％の増額となりました。

民生費（27.9％）
106 億　987 万円

総務費（19.7％）
74 億 6,054 万円土木費（19.1％）

72 億 4,144 万円

衛生費（6.4％）
24 億 4,441 万円

教育費（10.8％）
40 億 9,222 万円

消防費（3.7％）
13 億 9,842 万円

公債費（7.7％）
29 億　643 万円

農林水産業費
（2.0％）
7億 6,005 万円

その他（2.7％）
10 億 5,018 万円

その他には、議会費・
商工費・労働費・災害
復旧費が含まれます。

※3

※3

支出（歳出）
食費など（人件費） 55 万円

医療費など（扶助費） 76 万円
ローンの返済（公債費） 36 万円

家の増改築（投資的経費） 114 万円
光熱水費（物件費） 69 万円

子どもへの仕送り（繰出金） 32 万円
貯金（積立金） 13 万円

その他（補助費等） 81 万円
計 476 万円

歳出総額
379 億6,356 万円

民生費…子育て支援や高齢者福祉などに使うお金（前年比+1,832 万円）
総務費…市役所の庁舎管理、戸籍の管理、選挙などに使うお金（前年比
+2,748 万円）
土木費…道路や河川の整備などに使うお金（前年比+17 億 7,791 万円）
教育費…学校・社会教育などに使うお金（前年比+7億 2,875 万円）
衛生費…妊婦・乳幼児健診や予防接種、環境保全やごみ処理などに使うお金
（前年比+1,505 万円）
消防費･･･消防車両の維持や防災資材の整備などに使うお金（前年比+5,245万円）
農林水産業費 ･･･農業振興や林道整備などに使うお金（前年比 -3,224 万円）

＊収入 ( 歳入 ) から支出 ( 歳出 ) を差し引いた 24 万円は、次年度への繰越金となります。

2017.11.53

　市が行っている上水道事業は、民間の企業と同じように独立採
算制によって運営しています。平成28年度の上水道事業会計の決
算が、市議会９月定例会で認定されましたので、概要をお知らせ
します。                                                             上水道課　☎ (82)4602

区分 平成 26年度 平成 27 年度 平成 28 年度
給水人口 （人） 84,382 83,997 84,063
給水戸数 （戸） 35,509 35,966 36,441
総配水量 （㎥） 11,713,753 11,673,786 11,648,492
総有収水量 （㎥） 9,776,467 9,760,006 9,735,610
有収率 （％） 83.5 83.6 83.6
給水原価 （円／㎥） 99.0 92.6 92.2
供給単価 （円／㎥） 124.9 125.2 125.4

※有収率は、総配水量に対する総有収水量（実際に使用した水量）の割合で、
比率は高いほど良い。

（事業の管理・運営に関する収入支出） （施設の建設・改良などに関する収入支出）

※損益勘定留保資金等
4億 5,520 万円

建設改良費
6億 1,186 万円

利益剰余金（積立金）
2億 5,889 万円

収入
2,667 万円

平成28年度上水道事業会計決算の内訳（消費税込み）

給水人口や総排水量などの推移

収入不足額（補てん財源）
7億 1,409 万円

水道料金
13 億 1,869 万円

水道利用加入金
5,661 万円

その他
2 億 6,507 万円

その他
1 億 2,678 万円

委託料
1 億 3,461 万円

企業債利息
3,876 万円

人件費
9,879 万円

修繕・動力費
2 億 4,490 万円

減価償却費
5億 6,809 万円

収入
16億 4,037 万円

支出
12億 1,193 万円

支出
7億 4,076 万円

※損益勘定留保資金とは、収益的支出で現金支出を伴わない費用（減価償却費等）です。

企業債償還費
1億 2,890 万円
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上水道事業会計決算

　　　　年収 500 万円の家計に置き換えると…

収入（歳入）
給与（市税） 202 万円

借入金（市債） 40 万円
親からの仕送り（国県補助金等） 124 万円

親戚などからの援助（財産区繰入金） 47 万円
繰越金（前年度繰越金） 24 万円

貯金の取崩し（基金繰入金） 4 万円
その他収入（寄付金等） 59 万円

計 500 万円
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歳　入

市税…皆さんが納めた市民税や固定資産税など（前年比+4,052 万円）
繰入金…財産区や基金の繰入金。財産区繰入金は約 37 億 3,273 万円（前年比 -4
億 5,759 万円）
使用料・手数料…公共施設の使用料や住民票の発行手数料など（前年比 -3,102 万円）
財産収入…市有地等売払収入など（前年比+10 億 3,344 万円）
地方交付税…自治体の行政サービスが、一定水準確保できるように、国から交付
されるお金。普通交付税は不交付のため、特別交付税のみ（前年比 -2,835 万円）
市債…公共施設や道路などの整備を行うため国や銀行などから借りるお金（前年
比+9億 9,970 万円）

市　税（40.4％）
160 億 9,221 万円

自主
財源
67.2％

依存
財源
32.8％

繰入金（10.2％）
40 億 6,578 万円

繰越金（4.7％）
18 億 7,789 万円

国庫支出金（14.0％）
55 億 6,394 万円

諸収入（2.9％）
11 億 4,351 万円

市債（8.0％）
32 億 910 万円

その他自主財源
（9.0％）
35 億 9,365 万円

県支出金（4.3％）
17 億 342 万円

その他依存財源
（6.5％）
26 億 352 万円

その他自主財源
には、分担金及
び負担金・使用
料及び手数料・
財産収入・寄附
金が含まれます。

その他依存財源に
は、国や県から割
り当てられる収入
（地方譲与税・地
方交付税など）が
含まれます。

※1

※1

※2

※2

市民一人あたり
地方債残高

41 万 7,724 円
※一般会計と特別会
計を合わせた残高

歳入総額
398 億5,302 万円

　平成 28 年度の一般会計と特別会計、企業会計の
決算が市議会９月定例会で認定されました。
　市では将来都市像として掲げる「緑きらきら、人
いきいき、交流都市　御殿場」の実現に向けて、住
民福祉の充実などに努めました。
　ここでは皆さんから納めていただいた税金などを
元に、市の財政がどのように運営されたか、概要を
お知らせします。なお、詳細は市ホームページで公
開していますのでご覧ください。

財政課☎ (82)4346

一般会計決算

地方債残高の推移
平成 24 年度 383 億 5,404 万円
平成 25 年度 379 億 2,507 万円
平成 26 年度 371 億 6,060 万円
平成 27 年度 365 億 5,570 万円
平成 28 年度 370 億 9,262 万円

歳出の内訳
民生費 119,485 円
総務費 84,018 円
土木費 81,550 円
教育費 46,085 円
衛生費 32,731 円
公債費 27,528 円
消防費 15,749 円

農林水産業費 8,559 円
その他 11,827 円

※平成 29 年 3 月末、人口 88,797 人で算出
※その他には、議会費・商工費・労働費・災害
復旧費が含まれます。

歳入と歳出を市民一人あたりで考えると
歳入は　
44万8,810円（うち市税は18万1,225円）
歳出は　
42 万 7,532 円


